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地域のご理解・ご協力に感謝申し上げます 

 

 本学が文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学 COC事業）」の採択を

受けて推進しております To-Collaboプログラムは、2015年度末時点で中

間年である 3年目の活動を成し遂げました。 

 本学の USR（University Social Responsibility；大学の社会的責任）

は、本学固有の「知･人･力」を最大限に生かし、地域の課題やニーズを把

握し、それらを解決するための連携活動の継続的な実施と、社会で必要と

される能力を培った学生を輩出し続けることだと考えております。 

このような USRの視点から、本学の To-Collaboプログラムは、全国にキャンパスを有する総合大学の

強みを生かした「全国連動型地域連携活動」を柱に、地域特有の課題や全国共通の課題を基に下記の 4

計画 8事業を設定しました。 

この 4計画 8事業を本学の教職員・学生が共有、協力して解決策を見出すとともに、パブリック・ア

チーブメント型教育を導入し、地域連携活動を通した社会的実践力を有する人材の育成に取り組んでま

いりました。 

 今年度はこれまでの 2年間に引き続き、教育改革では全学必修 3科目を含めたパブリック・アチーブ

メント型教育導入に向けた新センターの立上げ準備やそこでの授業内容の検討のほか、多様なステーク

ホルダーの方々との対話機会を設け、地域の課題を解決する人材の育成を目指した FD/SD研修を実施い

たしました。また、研究・社会貢献活動においても、教職員・学生による様々な活動が展開され、防災

マップを作る、観光資源を発掘する、地域の子どもたちを対象としたエコや自然環境、科学に関する教

室の開催など、様々な形で地域の活動に参画することができました。 

 このような私たちの地域における活動の展開は、ひとえに行政や住民の皆さまのご理解とご協力があ

って為し得ることであります。次年度は本事業を確実なものとするため、大学の地域連携活動のさらな

る充実を図るための支援体制を整えるととともに、教育改革を進め、地域との連携を深化させ、本学が

地（知）の拠点として社会への責任をより一層果たす所存です。それぞれの地域の皆さま、関係者の皆

さまにも変わらぬご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

  東海大学 学長                              
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